
 

 令和４年度久喜市水道事業会計決算審査意見 

 

第１ 審査の概要 

１ 準拠基準 

久喜市監査基準 

２ 審査の対象 

令和４年度久喜市水道事業会計決算 

３ 審査の着眼点 

決算書類等が関係法令に基づき調製され、かつ計数は、会計諸帳簿と符合し正確であるか、

また、予算執行ならびに事業の経営管理は、公共の福祉を増進させ適正かつ効率的に運営さ

れているか等に主眼をおいて審査した。 

４ 審査の主な実施内容 

審査に付された決算書類等について、証憑突合、計算突合、質問、閲覧等の手法を用いて

審査を実施した。 

 ５ 審査の期間 

令和５年６月１２日から令和５年８月３日まで 

６ 審査の結果 

審査に付された決算書類は、地方公営企業法等関係法令の定めるところに準拠して作成さ

れており、関係諸帳簿と証拠書類との照合の結果、計数は正確であり、財政状態が適正に表

示されているものと認められた。 
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第２ 経営分析 

１ 経営成績の概況 

水道事業の令和２年度から令和４年度の経営成績は、比較損益計算書（別表２）のとおり

である。 

令和４年度の損益収支をみると営業収益は3,325,824千円、営業費用は3,214,226千円とな

り、差し引き111,598千円の営業利益が生じている。 

また、収益的収支の収入は3,884,042千円、収益的収支の支出は3,248,071千円となり、

635,971千円の純利益となっている。 

有収水量１㎥当たりの収益性をみると次のとおりである。 

（単位：円） 

年 度 
区 分 

４ ３ ２ 
県内類似団体 
平均(３年度) 

供 給 単 価 182.84 192.75 181.96 152.55 

給 水 原 価 182.07 178.23 179.14 154.75 

差 引 0.77 14.52 2.82 △2.2 

この表から令和４年度は供給単価が給水原価を上回っており、0.77円の利益となっている。 

次に、水道事業の経済性を評定する経営比率を算出すると、次のとおりである。 

年 度 
区 分 

４ ３ ２ 算   式 

経営資本営業利益率（％） 0.37 0.76 △0.06 
 営業利益  
経営資本 

×100 

経 営 資 本 回 転 率（回） 0.11 0.12 0.11 
 営業収益  
経営資本 

 

営業収益営業利益率（％） 3.36 6.53 △0.59 
 営業利益  
営業収益 

×100 

この表から、水道事業の経済性を総合的に表示する令和４年度の経営資本営業利益率は、

令和３年度に比べ0.39ポイント減少している。 

このような経営成績をさらに分析すると、次のとおりである。 

(1) 施設の利用状況について 

水道事業の１日配水能力は、事業規模の推移及び概要（別表１）のとおり、64,900㎥とな

っている。 

これに対して１日平均配水量は、47,877㎥となっており、この結果、施設の利用状況の良否
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を総合的に表示する施設利用率は、73.77％となっている。 

施設利用率を負荷率と最大稼働率とに分解すると、次のとおりである。 

（単位：％） 

年 度 
区 分 

４ ３ ２ 算   式 

施  設  利  用  率 73.77 75.82 77.06 
 １日平均配水量  
１日配水能力 

×100 

負    荷    率 92.24 92.83 91.97 
 １日平均配水量  
１日最大配水量 

×100 

最 大 稼 働 率 79.97 81.67 83.78 
 １日最大配水量  
１日配水能力 

×100 

(2) 人件費と労働生産性について 

水道事業の全職員の平均年齢や平均勤続年数等は、次のとおりである。 

年 度 
区 分 

４ ３ ２ 
県内類似団体 
平均(３年度) 

 

全 

職 

員
（
平
均
） 

基 本 給 （円） 311,861 314,207 323,689 346,040 

手 当 （円） 142,189 142,648 140,529 165,516 

年 齢 （歳） 46 48 48 45 

勤 続 年 数 （年） 22 20 21 20 

給水原価に係る人件費は、給水原価にかかる要素別費用構成表（別表３）のとおり、152,746

千円で、給水原価に占める割合は、5.2％となっている。 

水道事業の労働生産性等を示す指標は、下表のとおりである。 

年 度 
区 分 

４ ３ ２ 
県内類似団体 
平均(３年度) 

職員１人当たり有収水量（㎥） 646,258 590,386 618,199 683,701 

職員１人当たり営業収益（千円） 133,033 122,638 119,792 111,251 

職員１人当たり給水人口（人） 6,026 5,397   5,630 6,329 

給
水
量
一
万
㎥ 

当
た
り 

 

損益勘定所属職員 数（人） 5.65 6.18 5.90 5.34 

原浄配水施設関係職員数（人） 2.49 2.87 3.50 2.18 

営 業 関 係 職 員 数（人） 2.94 3.09 2.19 3.16 
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これらの表から、水道事業における労働生産性を最も端的に示す職員１人当たりの有収水

量が令和３年度と比較して55,872㎥増加するなど、大幅な上昇が見られたところである。 

また、損益勘定所属職員の平均給与、労働生産性及び労働分配率の関係を分析すると、次

のとおりであり、平均給与及び労働生産性は増加しているが、労働分配率は減少している。 

年 度 
区 分 

４ ３ ２ 算   式 

平 均 給 与（千円） 5,265 5,083  5,349 
     人件費       
損益勘定所属職員数 

労 働 生 産 性（千円） 133,033 122,638 119,792 
      営業収益       
損益勘定所属職員数 

労 働 分 配 率（％） 3.96 4.15   4.47 
  人件費   
営業収益 

×100 

(3) 支払利息について 

水道事業の支払利息は、給水原価にかかる要素別費用構成表（別表３）のとおり、総費用

に占める割合と同様に減少している。 

２ 財政状態について 

水道事業の財政状態は、比較貸借対照表（別表４）のとおりである。 

また、資本的収支の状況は、次のとおりである。 

（単位：円） 
年 度 

区 分 
４ ３ ２ 

資
本
的
収
入 

負 担 金 76,102,029 17,443,250 26,535,137 

固定資産売却代金 0 0 235,640 

計 76,102,029 17,443,250 26,770,777 

資
本
的
支
出 

建 設 改 良 費 1,399,678,408 1,353,226,155 1,492,372,011 

企 業 債 償 還 金 252,017,941 287,382,431 305,611,021 

計 1,651,696,349 1,640,608,586 1,797,983,032 

収 支 差 引 額 △1,575,594,320 △1,623,165,336 △1,771,212,255 

この表から令和４年度における資本的収支の不足額は、1,575,594千円となっている。この

不足額は、減債積立金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘

定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金で補填されている。 
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次に、資金の変動状況は「別表５ 比較キャッシュ・フロー計算書」のとおりである。 

投資活動により1,203,298千円、財務活動により252,018千円、資金がそれぞれ減少してい

る一方、業務活動により1,692,414千円増加したことにより、令和４年度の資金増加額は

237,098千円となっている。 

水道事業の財務の短期流動性を示す流動比率、財務の長期健全性を示す自己資本構成比率

及び固定資産対長期資本比率を算出すると、次のとおりである。 

（単位：％） 

年 度 
区 分 

４ ３ ２ 
県内類似団体 
平均(３年度) 

流 動 比 率 504.33 457.64 404.05 310.27 

自 己 資 本 構 成 比 率  93.95  93.18  92.09  77.34 

固 定 資 産 対 長 期 資 本 比 率  90.71  91.63  92.15  93.00 

この表から、流動比率、自己資本構成比率は、令和３年度に比べ、それぞれ46.69ポイント、

0.77ポイント増加し、固定資産対長期資本比率は、0.92ポイント減少した。 

３ 建設改良事業について 

  建設改良事業には、1,399,678千円が投じられ、配水管布設替工事、配水管布設替工事関連

業務委託、本町浄水場監視設備及び配水設備更新工事、森下浄水場配水ポンプ設備更新工事、

舗装本復旧工事等を実施した。 
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４ む す び 

以上が令和４年度久喜市水道事業会計決算の概要である。 

令和４年度の損益収支をみると、営業収支は111,598千円の営業利益を生じ、営業外収支を

含めた経常収支では637,916千円の経常利益で、純利益は635,971千円を生じている。 

収益性を示す有収水量１㎥当たりの供給単価は、給水原価を0.77円上回ったが、令和３年

度の同数値は14.52円であり、大きく下げることとなった。これは、令和４年８月及び９月検

針分における水道料金の基本料金について全額免除を行い、収益を下げたことに起因する。

ただし、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、原油価格・物価高騰に直

面する市民や事業者の負担を軽減するため、基本料金の免除を実施したことは、評価できる

ものである。 

また、財務指標の一つである自己資本構成比率は、令和３年度の93.18％から93.95%へと

0.77ポイント増加した。 

一方、令和４年度の年間配水量は 17,475千㎥で、令和３年度より 2.7％減少したが、配水

量に占める有収水量の割合を示す有収率は、前年度比 0.42ポイント増加し 92.45％であった。

今後においても、引き続き有収率の向上に努めていただきたい。 

終わりに、水道は市民生活や経済活動に欠かすことのできない大切なライフラインである。

人口減少による水需要の減少や老朽化した施設の更新等により、水道事業を取り巻く経営環

境は厳しさを増していくものと考えられるが、企業債の借入も考慮しつつ、更なる効率的な

経営に努めていただきたい。 

今後もＳＤＧｓの達成に寄与した持続可能な水道事業の運営を図り、久喜市水道ビジョン

（経営戦略）にある「将来へ引き継ぐ安全・安心な水道」という本市の水道事業の将来像へ

向かって、健全経営の下、様々な施策が展開されることを要望する。 
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